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-人ひとりが生きる学級経営の在り方
- ｢教育山形 『さんさんプラン』｣の良さを生かして -
学習開発コ-ス (09220913) 山 口 絵 理 子
本研究では,山形県の公立小学校及び公立中学校で導入されている ｢教育山形 『さんさ
んプラン』｣による少人数学級編制の良さを生かし,子ども一人ひとりが生きる学級経営の
在り方を考察した｡調査では,褒める｡認める｡励ますなどの温かい声がけや,係活動や
委員会活動,クラスでの役割を与え活躍できる場をつくることが効果的な働きかけである
ことが分かった｡ これらの一人ひとりを生かそうとする教師の働きかけは,子どもたちの
自己存在感,自己有用感を高めているものと考えられる｡
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1 問題の所在と方法
我が国における学級の適正規模については
様々な視点から議論がされている｡一般的に,学
級規模を小さくすることで教員の指導が一人ひと
りのチビも-行き届くようになり,その結果,学
力形成や学力向上などの学習効果が期待されてい
る｡また,いじめ,不登校など教育現場の諸問題
の解決のための一つの手段とも成り得る｡
現在公立小 ｡中学校における1学級の児童生徒
数は,｢公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員
定数の標準に関する法律｣で,40人と定められて
いる｡しかし,平成13(2001)年に同法が改正さ
れ,都道府県教育委員会が独自の判断で40人以下
を学級規模の基準として定めることが認められた｡
その後,文部科学省が平成16年度より総額裁量制
を導入し,各地方自治体レベルの判断により,少
人数学級編制を採用することが可能となった｡
山形県では平成 14(2002)年から,｢教育山形
『さんさんプラン』｣が段階的に導入され,平成
16(2004)年に公立小学校全学年で完全実施され
た｡これにより,1学級21人から33人という少
人数学級編制のもと,授業が行われている｡
しかし,学級規模を小さくしたからといって,
すぐに学力が上がったりいじめがなくなったりす
るわけではない｡少人数学級編制とはあくまでも
手段,工夫活動であり,それをどう生かしていく
かは自治体,学校,学級などが考えなければなら
ないのである｡
小学校においては,児童が多くの時間を過ごし
ているのは自学級の教室である｡教室の中で児童
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自己効力感,自己有用感
が安心して生活,学習できるということは必要不
可欠なことである｡
｢教職実践プレゼンテーションⅠ｣において,
調査対象とした教師の多くが,①子ども一人ひと
りの良さを見つけて認めたり褒めたりすること,
②教師と個々の児童との豊かなかかわりをつくる
こと,③役割分担や係活動,児童の自主的な活動
を仕組むことなど,少人数教育の良さを生かした
実践を行っていることが明らかになった｡しかし,
子どもたちに対するそれらの教師の働きかけの効
果は明らかになっておらず,課題として残った｡
本研究では,｢一人ひとりが生きる学級経営｣
をテーマに,教職専門実習校での実践,質問紙調
査 (3実践と結果を参照)をもとに,一人ひとり
が安心して過ごし,個々の能力を発揮できるよう
な学級経営の在り方を考察する｡
2 先行研究の検討
(1)学級経営についての基本的な考えについて
北村文夫 (2008)は以下のように述べている｡
かつて,教育課程審議会 ｢教育課程の基準の
改善の基本方向について(中間まとめ)｣(1997
年)の中で,次のような文言が示されたこと
があった｡
｢学校は子どもたちにとって伸び伸びと過
ごせる楽しい場でなければならない｡子ども
たちが自分の興味｡関心のあることにじっく
り取り組めるゆとりがなければならない｡ま
た,分かりやすい授業が展開され,分からな
いことが自然に分からないと言え,学習につ
まずいたり,試行錯誤したりすることが当然
聖三上として受け入れられる学校でなければ
ならない｡さらに,そのためには,その基盤
として,子どもたちの好ましい人間関係や子
どもたちと教師の信頼関係が確立し,学級の
雰囲気も温かく,子どもたちが安心して,自
分の力を発揮できるような場でなければなら
ない｡(以下略)｣(下線は北村)0
上記の内容(下線の内容)を細かく見ると,
｢学級経営とは何か｣についてその基本的な
考えを示していると言えよう｡具体的には,
①安心･安定した学級 (クラス)づくり,②
学習指導の充実,③生徒指導の推進,④教師
と子ども,および子ども同士の人間関係の醸
成,⑤学級集団の生産性と凝集性,その他 (学
級事務を含む)｢学級づくり｣の基本を明らか
にしているのである｡
つまり,｢学級経営｣とは①～⑤に関して担
当する学級 (ホームルーム)の年間の経営 ｡
運営計画づくりそのものであり,それに基づ
く具体的な取り組みに他ならないのである｡
(2)好ましい人間関係づくり
教師と子どもの人間関係について,片岡星章
(2004)は了学級の子どもたちに寄りそいながら,
思いや願いを受け止め,不安や迷いを解消するな
ど,子どもとかかわり, 信頼関係を築くことが何
よりも大切｣と述べている｡具体的には,｢① 一
人一人の子どもについての理解を深め,適切な指
導･援助をする上 ｢② 担任とチビもの間に信頼関
係をつくる｣了③ 自分らしさを発揮できる活動の
場や機会をつくる｣ という3点を挙げている｡蓮
見優子 (2008)は,｢教師自身が一人ひとりの子ど
もをしっかり把握していくことが大切である｡具
体的には,子ども一人ひとりの情報を収集し,そ
の子の良さや得意とする分野を把握しておく｡｣と
述べている｡基本は一人ひとりの子どもの状況を
把握することであり,一人ひとりの特性を生かす
ような教師の働きかけが必要となる｡
また子ども同士の人間関係について,片岡は,
｢① 一人一人のよい点や違いを認め合う｣,｢②
いじめを許さない学級をつくる｣ことだと述べて
いる｡ただこれらを始めから子どもたちに任せる
ことは難しい｡教師が積極的に良いところを探し
て全体で共有したり,どんな学級にしたい かと自
分たちの学級について考えさせたりなど,まずは
教師がリー ダーシップをとって子どもたちがより
良い人間関係をつくっていけるような場を設定す
ることが大切であると考える｡
(3)自己効力感について
自己効力感 (self-efficacy)について,伊藤宗
逮 (2007)は以下のように述べている｡
自己効力感 (self-efficacy)とは,｢ある
結果を生み出すために必要な行動をどの程度
うまくできるか｣という個人の確信のことで
あり (Bandura,1977),学習成果を規定する
重要な先行要因とされている｡たとえば,敬
師からの励ましが学習に対する自信,すなわ
ち自己効力感を高めることになる｡(中略)自
己効力感が高い子どもほど,学習に積極的に
取り組もうとするであろうし,スキルが身に
ついてきていることがわかれば,その子の自
己効力感はさらに高まっていくであろう｡
以上から,｢教職実践プレゼンテーションⅠ｣に
おける調査 1)で明らかになった,｢良さを見つけ
て褒めたり認めたりする｣ という教師の働きかけ
は,教師と子どもの信頼関係づくりに加え,子ど
もの自己効力感を高めることにもつながっている
と考えられる｡
(4)｢教育山形 『さんさんプラン』｣とは
｢教育山形 『さんさんプラン』｣とは,｢きめ細
やかな指導のもと,基礎 ･基本を徹底するととも
に,いじめ･不登校など今日的な教育課題の解決
をはかることを目的として,多人数学級 (34人以
上)を解消する｡｣ という趣旨のもと,平成14年
度から山形県内公立小学校に導入された｡基本方
針は,①小学校において21人から33人2)の学級
編制にする,②児童数34人以上の学級が複数ある
学年に教員を配置する,③1学級のみの学年につ
いては,従来の ｢やまびこプラン｣ 3)方式の少人
数軽業を行う,の3点を中心に開始された｡中学
校においては,平成18年度,中学校1年生に ｢少
人数授業推進プラン｣という,｢少人数学級｣ と,
主要教科でティー ムティーチングを行う ｢副担任
制｣の選択制を導入した｡なお,平成23年度には
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この選択制を廃止し,小学校第一学年から中学校
第三学年まで少人数学級編制の全面実施を予定し
ている｡
山形県教育庁では,今後も ｢21人～33人｣の適
正規模による学級編制を基本に,以下のように推
進するとしている｡
①小学校及び中学校全学年で ｢21人～33人｣
の少人数学級編制を実施する｡
②学年担学級で ｢34人～40人｣の多人数学級
に対しては次の基準で教員を配置し,副担任
又は少人数指導ができるようにする｡
○小学校第1学年～小学校第2学年:｢1学級に
1名｣の基準で配置する｡
○小学校第3学年～中学校第3学年:｢2学級に
1名｣の基準で配置する｡
さらに,新施策として,①低学年副担任制,②
重点教科充実制,③別室登校生徒-の学習支援,
の3点が挙げられている｡
3 実践と結果 (明らかになったこと)
教職専門実習校において,一人ひとりを生かす
ことを目指した実践,教師 ｡児童-の質問紙調査
を行った｡ なお実習を行ったのは,①A小学校,
少人数学級 (29人/第6学年)で2週間,②B小
学校,多人数学級 (38人/第5学年)で1週間で
ある｡
(1)一人ひとりを生かすことを目指した実践
① 良さを認める声がけ,好ましい行動を強化する
教師の言葉
a)良さを認める声がけ
子どもたちと接する際 授業中に限らず,学級
内の生活全般において,良いと思われる行動や発
言をした子どもには積極的に良さを認める声がけ
をするよう心がけてきた｡例えば,｢今のいいね｡｣
｢すごいなあ｡｣などである｡以下は,質問紙調査
による2年生女子児童の回答である (詳細は ｢3
実践と結果 (2)｣を参照)｡
【学校生活の中で ｢うれしいな｣と思うのはどんな時
ですか?】
えりこ先生から,たいいくの時に,でんぐりかえしの
このように良さを認めることは,子どもが ｢大
切にされているな｣と感じること,さらに自分の
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良さに自信を持つことにもつながると考える｡
b)好ましい行動を強化する教師の言葉
B小学校における教職専門実習の際,授業を始
める前に黒板の字を締麗に消してくれた児童がい
た｡それを受けて,授業の冒頭で,｢黒板が締麗で
気持ちがいいですね｡｣ということを子どもたちに
伝えた｡すると授業後に2-3名の児童が丁寧に黒
板の字を消す姿が見られた｡教師の言葉により,
｢ただ黒板の字を消す｣とい う思考から,｢黒板の
字を締麗に消す｣という好ましい行動が強化され
たのではない かと考える｡
また,以下はA小学校において行った理科 ｢土
地のつくりと変化｣の冒頭の授業記録である｡
T:(火山が噴火している様子の写真を提示)これ何だ
かわかる?
C:溶岩｡
C:火山が噴火している｡
T:教科書の63ページ開いてくれるかな?同じような
写真が写ってるよね｡まずはこれを見て,不思議だな
とか気づいたことをノー トに書いてみて下さい｡何分
でできる?
C:3分くらい｡
T:じゃあ3分で書こう｡
(3分間時間を取り,各自ノー トに記入)
T:こちらを見ましょう｡すばやい反応ありがとう｡ど
んなことに気づいたかな?
(7人程度の子どもが挙手)
T:おっ,朝から反応がたくさんあっていいね｡じゃあ
C1君｡
cl:噴火している｡
T:つなげていいよ｡
C2:なぜ溶岩が流れているのか｡
(以下略)
教師の指示や発間に対して好ましい行動が取
れている児童に対して,その行動を認めた (下線
部)｡これらの言葉は,認められた児童の行動を強
化することに加え,他の児童の行動も促されると
考えられる｡
② 温かい人間関係をつくる働きかけ
教師と子どもの温かい人間関係をつくる際,(1)
で述べたような声がけに加え,子どもたちと直接
触れ合うコミュニケーションを取ることも大切で
はないかと考える｡具体的には,声がけをする時
に頭をなでる,手つなぎ鬼や腕ずもうなどの遊び
を行うことである｡以下は,B小学校での教職専
門実習が終了する際,5年生男子児童にもらった
手紙の一部である｡
はじめて声をかけた時,やさしく頭をなでてくれた
このように言葉以外のコミュニケーションも大
切なことであると考える｡ただし,それを嫌がる
子どもや思春期の子どもたちには十分な配慮を行
う必要がある｡
(2)教師-の質問紙調査
さんさんプラン (少人数学級編制)が実施され
ている,山形市内公立A小学校の教師を対象に,
｢一人ひとりが生きる学級経営｣についての質問
紙調査を行った｡
① 調査の概要
･調査の時期 :平成22年12月～平成23年1月
･調査対象 :学級担任+担外,特別学級の教師
･有効回答数 :15(記述による複数回答有)
･調査項目
1.｢一人ひとりが生きる学級経営｣ という観点
から,特に心がけていること
2.1における具体的な取り組み
3.2における取り組みの成果を確認･評価する
方法
4.｢一人ひとりが生きる学級経営｣に向けての
課題
･備考
この調査は平成21年度,平成22年度の二か年
行った｡平成22年度の調査では,項目3を新たに
付け加えた｡
② 調査の結果
a)項目1,2について
項目1,2は ｢教職実践プレゼンテーションⅠ｣
の際に行った調査と同じ質問項目である｡前回の
調査 1)では,得られた回答を以下のように大きく
3つに分類を行った｡
ア よさを見つけて認めたり褒めたりする,も
しくは同様の活動を子ども同士でできるよ
うに教師が活動を仕組む
イ 声をかける,話を聞くなど,教師と個々の
児童のかかわりづくり
ウ役割分担や係活動,児童に任せた活動に関
すること
今回の調査は上記3点に加え,｢エ 子ども同士
のかかわりを促すような働きかけ｣を心がけ取り
組んでいると回答した教師が多かった｡具体的に
は,
･小グループ (4-5人)での話し合いの設定
･話し合い活動の多用
･定期的席がえ
･子から子-の指乳 コの字型で授業,ネー
ムカードの活用
などである｡特に授業において,対教師ではなく,
対友達を意識させるような働きかけを行っている
ことがわかった｡
b)項目3について
子どもが教師の働きかけを受け変容 ･成長した
姿を,教師がどのように確認･評価し,改善やフ
ィードバックを行っているかを調査するために設
定した｡
教師による確認 ･評価は,以下のように分類し
た｡
1.子どもの様子の観察や対話による確認 .評価
1点目については,
･自分から質問するようになった女子が多く
みられることに効果を感じる｡
･教科書やノートを出して待つ｡
･場面に合う言葉を子どもが自ら使うように
なってきている｡(特別支援)
など,教師の働きかけに対する子どもたちの行動,
態度を見て効果を確認 ･評価していることが分か
った｡｢自信,安心感,達成感を感じているか,挑
戦する気もちがおきているか｡｣という視点で評価
している教師もみられた｡
2点目については,
･ 日記を書かせることで一人ひとりのおもい
を知るのに役立っている｡
･個人ごとの学習プリントで評価｡また,ノ
ートや発言の内容で評価する｡
･ふりかえりノートによる,子どものなやみ,
目標,成長の見とり (確認 ･評価),授業 ･
生活場面-のフィードバック (評価)
など,実際に子どもが記述したもので確認 ･評価
を行っている｡子どもの記述に対し,教師がコメ
ントなどをつけ,子どもにフィー ドバックしてい
るケースもみられた｡
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また,この調査項目の回答として,子ども自身
による確認 ｡評価に関する記述が多くあり,以下
の2つに分類した｡
1.自己評価
1点目の自己評価については,｢ふり返り｣がほ
とんどであり,内容としては,
｡係活動-の取り組み方とふりかえり,話し
合いの様子と学習のふりかえり
｡カードを使ってのふり返り
｡学級目標の継続のふりかえり
などが挙げられた｡
2点目の他者評価については,チビも同士で評
価し合うということが挙げられ,具体的には,
｡みんなでのふりかえりで,その子のがんば
りをはめ合う｡
｡係ごとの振り返りの時間や話し合いの場を
設定し,互いの努力や成果が認め合えるよう
にする｡
などの回答が得られた｡これらの自己評価,他者
評価は,子ども自身の自己評価だけではなく,敬
師にとっての確認 ｡評価,学級全体での確認 ｡評
価にもなっていると考えられる｡
C)項目4について
前回の調査と同様の項目であったが,回答の傾
向が少し変わってきていると感じた｡以下のよう
に分類した｡
1.個-の対応,学習指導に関すること
2.役割の持たせ方に関すること
3.特別な支援を必要とする子どもに関すること
1点目については,
｡子ども一人ひとりが自己肯定感をもって生
活すること (なかなか持てずに力を発揮でき
ない子もいる)
｡授業の中で一人ひとりが生きていくような
学び合いを考えていくこと｡
など,一人ひとりに焦点を当てた課題が挙げられ
る｡さらに個だけでなく,｢周囲の子ども達との関
係づくりをしながら,と考えている｡｣,｢一人ひと
りの個性を大切にする部分と全体とのかねあい｡｣
と,個と全体との指導のバランスの難しさを感じ
ているような回答も見られた｡これは,一人ひと
りを生かしつつ集団としての機能を高めるという,
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学級経営を行う上で大切なポイントであると考え
る｡
2点目については,
｡生活面では,思いやりのあるリー ダー作り
が,三学期の課題と思っている｡
｡年間を通して,どの場面で,どの子に代表
のような活動を経験させるか難しい｡
というように,係や委員会などで与えられる役割
とは別の了リー ダー｣に関することが挙げられた｡
たくさんの子どもに経験させたいと思っていても,
行事などの関係からリー ダーになれる人数は限ら
れており,また,場面に応じて誰をリー ダーにす
るのか考える必要がある｡リー ダーを経験するこ
とは,強い達成感を得,その子どもが成長する良
い機会となる｡だからこそ,リー ダーを選ぶこと
-の難しさを感じているようである｡
3点目については,前回の調査に比べて多くの
回答があった｡ 具体的には,
｡個性と言えば個性なのだが-発達障害を抱
えた子どもを生かす学級経営が難しく配慮
が必要である｡
｡特別に支援を必要とするような子ども (本
人や保護者が意識していないことが多い)に
手がかかり,その他の子ども達-の指導が思
うように進まない｡
などである｡障害もその子の個性として価値づけ
ていきたいところではあるが,その子どもに指
導 ｡支援する時間が多くなるために,学級全体の
指導が思い通りに進まないことは,学級経営を行
う上での大きな課題であると考える｡
(3)児童-の質問紙調査
同様に,山形市内公立A小学校の第二学年,第
六学年の児童を対象に,自己効力感,自己有用感
等についての質問紙調査を行った｡
① 調査の概要
｡調査の時期 :平成22年12月
｡調査対象 :第二学年,第六学年の各1クラスの
児童
｡有効回答数 :第二学年･-28,第六学年-28(記
述による複数回答有)
｡調査項目 (括弧内は第二学年対象の項目)
1.学校で勉強したり,遊んだりする中で,友達
や先生にしてもらったことや,かけられた言葉
で ｢うれしいな｣と感じるのはどんな時か｡
(学校生活の中で ｢うれしいな｣と思うのはど
んな時か｡)
2.学校やクラスの中で,｢自分が役に立ってい
るな｣と思うのはどんな時か｡
(友達や先生にしてあげて,喜ばれたのはどん
な時か｡)
･備考
児童の発達段階を考慮して,調査項目を多少変
更している｡
② 調査の結果
a)項目1について
分類すると,二年生,六年生ともに回答の傾向
が共通していることが分かった｡以下はその分類
である｡
1.肯定的な声がけをされた時 (褒められる.
認められる)
2.学習が理解できた時 (教えてもらった時)■
3.助けてもらったり親切にしてもらったりし
ア.対象が友達である時
二年生でも六年生でも,1点目の肯定的な声が
けをされた時に嬉しいと感じている子どもが一番
多かった｡具体的には,
･ ｢まるかんベロリ｣でのこしちやった時に
○○くんが,｢つぎがんばればいいんだよ｣
と言ってくれてうれしかった｡ (二年生)
･ 『ひかりのおくりもの』のときに,△△ち
ゃんが ｢上手だね｣ と言ってくれてうれしか
った｡(二年生)
･遊んでいる時に,｢ナイスキャッチ｣などの
声をかけてもらえたことがうれしかったで
す｡(六年生)
･自分の考えを友達に伝えて,｢なるほど｡｣
とか,｢そういうことれ ｣と言ってくれる時｡
(六年生)
などの回答が得られた｡特に六年生では,｢ありが
とう｣という言葉をかけられた時に嬉しいと感じ
る子どもが多く,普段から学級内で感謝の言葉を
伝え合うことが多いと考えられる｡
2点目については,
･テストなおしのとき友だちがおしえてくれ
た｡(二年生)
･友だちにわからなかったところをおしえて
もらってうれしかった｡(二年生)
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･勉強でわからなかったところをおしえても
らった時｡(六年生)
など,主に子ども同士で教え合い,わからなかっ
たことがわかった時に嬉しいと感じている子ども
がいた｡
3点目については,
･友だちにはしをかしてもらったよ｡(二年生)
･ならんでる時友だちがまえをゆずってくれ
た｡(二年生)
･転んだときに手をさし出してくれて起こそ
うとしてくれたときが一番うれしいとかん
じた｡(六年生)
･なにかこぼした時にみんながぞうきんをも
ってきてふいてくれることです｡(六年生)
など,相手に感誘け るような行動をしてもらった
時に嬉しさを感じるとい う回答が得られた｡
ィ.対象が教師である時
分類は対象が友達である時と同様だが,二年生
では肯定的な声がけをされた略 六年生では学習
内容を理解できた時が,それぞれ一番多い回答数
であった｡教師からの声がけでは,特に頑張りや
得意なことを認められた時に嬉しいと感じている
子どもが多い｡具体的には,
･かきぞめのとき先生が大きな字だよってい
ってくれたことがうれしかったです｡(二年
生)
･先生にはしるのはやいねっていってもらっ
てうれしかったよ｡(二年生)
･授業でまちがえた時に,｢まちがえて覚える
んだから大丈夫だよ｣といってくれた時｡(六
年生)
など,前回の調査で明らかになった ｢良さを見つ
けて認めたり褒めたりする｣という教師の働きか
けが子どもたちに自信をつけさせることにつなが
っていると考えられる｡
また,2点目の学習が理解できた時については,
･しょしやのときに先生にアドバイスをして
もらったよ｡(二年生)
･わからないことがあったら親切におしえて
くれてうれしいと感じた｡(六年生)
･先生に質問をした時に,教えてくれて分か
った時に思う｡(六年生)
など,教師とのつながりを日々 の授業時間の中で
感じている子どもが多いと考えられる｡そして,
分からないことが分かった時に達成感を得,分か
るように教えてくれた教師に対して信頼感を抱く
と考える｡
b)項目2について
この項目は,役割分担や係活動が子どもの自己
有用感に関連しているかを調査するために設定し
た｡なお,二年生の発達段階を考慮し,質問項目
を ｢友達や先生に喜ばれた時｣ としている｡
ア.二年生の結果
得られた回答の分類は以下の通りである｡
1.肯定的な声がけをした時
2.勉強を教えてあげた時
3.助けたり親切にしたりした時
1-3に関しては,項目1で得られた回答を ｢～
した/してあげた時｣というように,自分の立場に
置き換えたものがほとんどであった｡ 4について
は,二年生の発達段階もあり,
｡ともだちに絵とかをかいてあげてよろこん
でくれた｡
｡わたしが○○ちゃんにひっかけもんだいを
出したら○○ちゃんが答えてくれて楽しか
ったです｡○○ちゃんもよろこんでいたと思
います｡
というように,共に楽しく遊ぶ中で相手の表情か
ら ｢喜んでくれている｣という気持ちを感じ取っ
たと考えられる｡この結果から自己有用感との関
連を導き出すことは難しいが,このように前向き
で具体的な事例を集めることは,温かな学級づく
りに良い影響を与えるものと考える｡
ィ.六年生の結果
得られた回答の分類は以下の通りである｡
1.肯定的な声がげをした時
2.助けたり親切にしたりした時
二年生の結果と同様に,1,2に関しては,項目
1で得られた回答を ｢～した/してあげた時｣とい
うように,自分の立場に置き換えたものであった｡
また,3に関する回答を挙げている子どもがほと
んどであり,内容としては,
｡委員長などのしごとで,みんなのために,
なにかしたりしてる時とか,いろいろおしえ
てあげたりした時.
｡なにかの代表や,実行委員になった時に指
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示をだしたら,指示通りにしてくれて,みん
なをまとめられているということだから,役
に立っているなと思う｡
など,委員会活動や係活動に関するものや,
｡みんなのためにきょうしっをきれいにそう
じをしたりすると役立っているなと思うと
きがある｡
｡ ｢すわろ～｣｢時間だよ～｣など注意した時｡
｡みんなをもり上げたり,笑わせたりしている
ことや,係の仕事で自分から,仕事をやった
り,みんながもり上がることを考えたりする
ことかな｡
など,自ら仕事を見つけたり∴｢笑わせる｣,｢盛り
上げる｣など学級のムードづくりを行ったりする
ことで自己有用感を感じていると考えられる｡
4 考察
これまでの実践と結果から,一人ひとりが生き
るためには,子どもが教師を含む学級内のメンバ
ーに自分の存在を認められることによって,自己
効力感や自己有用感が育まれることが必要である
と考える｡そのことが実現できてこそ,一人ひと
りが生き,また集団としての力が高まっていくの
ではないだろうか｡そのために,良さを認める｡
褒める声がけ,教師と子ども,子ども同士の人間
関係づくり,係活動や役割分担を行うなどの教師
の働きかけは,学校生活全般で行われるべきもの
であり,その効果を学級全体で確認し合うことが
重要であると考える｡
また,今回研究を進める中で考えさせられたこ
とは,特別な支援を必要としている子ども-の対
応についてである｡河村 (2007)は,｢特別な支援
が必要な基本的危機や個人的危機を抱えた一部の
チビもたちを,他の子どもたちと一緒に教育して
いく方法やシステムが十分に整っているとはいえ
ないのでは｣ない かという現状の中で学び合う子
どもたちに以下の相互のマイナス面が生じている
ことを指摘している｡
｡教師が全体の子どもたちをまとめて一斉指
導することに追われ,基本的危機や個人的危
機を抱えた一部のチビもたち-の特別支援
が十分にできない
｡教師が基本的危機や個人的危機を抱えた一
部の子どもたちの個別対応に時間がかかり,
他の子どもたちに一斉指導の対応が十分に
できない
2点目については,今回調査の対象とした教師
たちからも多く聞かれた内容である｡全ての子ど
もたちの学びが確かに成立するよう,担任の教師
だけではなく学校全体で対応していく必要がある
と考える｡
5 到達点と課題
(1)研究における到達度 (到達点)
これまでの研究及び実践の結果から,一人ひと
りを生かそうとする教師の働きかけは,子どもた
ちの自己存在感,自己有用感を高めることが明ら
かになった｡特に効果が現れている働きかけとし
ては,①褒める･認める･励ますなどの温かい声
がけ,②係活動や委員会活動,クラスでの役割を
与え,活躍できる場をつくること,であることが
分かった｡また,子どもたちは学習を理解できた
ことに大きな達成感･喜びを感じていると同時に,
丁寧に指導を行ってくれた教師に対して信頼感を
抱くことも明らかになった｡
(2)課題
本研究を通して,一人ひとりを生かすためには,
声がけや役割分担という学校生活全般を通じて行
うものに加え,最も子どもたちと長く向き合う,
日々 の授業においても常に意識しなければならな
いとい うことを強く感じた｡子どもたちに達成感
や充実感を与えられるような学習内容 ･学習指導
を充実させ,｢わかる授業｣を展開できるよう,敬
師として力量を高めていきたい｡また,特別な支
援を必要とする子ども-の対応を含め,個を高め
ることによって全体が高まる指導の工夫について,
実践的に考えていきたい｡
注
1)山口絵理子 :｢一人ひとりが生きる学級経営の
在り方 一少人数教育の良さを生かして-｣,『山形
大学大学院教育実践研究科年報 第-号』,山形大
学大学院教育実践研究科,pp.54-6上 2010
2)山形県教育委員会 (2009)によると,｢『21人
～33人』を適正規模とするのは,県教育庁内のプ
ロジェクトチームの経験的な判断から算出したも
のであり,これは山形県独自の学級編制の基準値
である｡教育論の立場から,下限の 『21』は,令
唱や合奏,サッカー等のゲーム,演劇やイベント
等の集団活動等,共同での学習や活動が効果的に
成り立っ最低の人数であり,上限の『33』は,個々
に基礎的 ｡基本的な知識 ･技能の確実な習得を保
障することのできる最大限の人数であるという考
え方｣としている｡
3)県内の多人数学級を抱える小学校200学年に基
礎教科を中心とした 30人程度の少人数指導を行
ったものである｡
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